
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 栃木県宇都宮市 活動の様子の写真

実施日程 2020年サイトリニューアル公開

2022年度も継続してサイトの管理・運営を実施

実施した生産活動の概要

利用者数　等 設計・デザイン・コピーライティング：2名 

コーディング：2名 管理業務：1名 　在宅利用者とのコピーライティング打合せ 利用者によるコーディング作業

＜目的＞ 成果物の写真

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット 雇用形態の多様化促進

対象者にとってのメリット 就労先の増加と理解促進

＜成果＞

実施した結果 就労に必要な技術習得はもちろん意欲の向上にも繋がった

得られた成果

活動内容の追加コメント

課題点

連携した結果に対する意見または評価

丁寧な仕事の仕方が評価できる。欲を言えば、一般企業なみとまでは言わないが、進行速度がもう少し早くなることを希望する。

今後の連携強化に向けた課題

正直『任せて大丈夫なのか？』という不安があったが、結果は概ね満足している。

不安を払拭する活動にも力を注いだらいかがだろうか。

2022年度電話番号 028-615-7577

事業所名 認定NPO法人チャレンジド・コミュニティ
就労継続支援A型事業所 チャレンジドITセンター

住　所 〒320-0051 宇都宮市上戸祭町94-27

910101344

薄井　健

2023年4月1日

企業の障害者在宅雇用の理解のさらなる周知と

利用者のさらなる技術向上と職業人としての意識拡大

①広告活動以外での顧客間での〔口コミ〕拡散によって引き合い

や受注の成果が見られた。

②印刷物制作の受注も拡大され、利用者の賃金増の資源ともなっ

た〔主たる成果物：ネッツトヨタ 栃木 福祉カレンダー〕

③企業側での発注先選択肢の増加

連携先企業名 株式会社福祉用具総合評価センター

顧客のサイトリニューアルの意図を取材し、それに基づく設計・デザイン・運営計画を作

成し打合せを重ね公開へと結びつけ、公開後の管理・運営業務も請け負っている。

連携先の企業等の意見または評価

担当者名 代表取締役 田中 繁

コロナウイルスの影響が今後も続くであろう中、Webサイトの

役割に多様性が求められ、その要求への対応力・提案力が制作

に係る利用者への新たな課題となっている。

ひとりでも多くの方の在宅就労者の増加と、企業への障害者在宅就労の周知

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

様式１


